
回答率等 会員 非会員 計

申込数 0 0 0

参加者 92 0 92

回収数

回収率

1. 満足度

テーマ 時間配分

満足 62 87% 満足 56 79%

やや満足 8 11% やや満足 10 14%

やや不満 1 2% やや不満 2 3%

不満 0 0% 不満 0 0%

チェック無 0 0% チェック無 3 4%

計 71 100.0% 計 71 100.0%

構成・内容

満足 59 83%

やや満足 8 11%

やや不満 0 0%

不満 0 0%

チェック無 4 6%

計 71 100.0%

2．

満足 68 96%

やや満足 0 0%

やや不満 1 1%

不満 0 0%

チェック無 2 3%

計 71 100.0%

3．

活用できる 61 86%

活用できない 0 0%

どちらとも言

えない
6 8%

チェック無 4 6%

計 71 100.0%

総合的な満足度

今後の業務や支援活動への活用

77%

71

開催日時

テーマ

講師

令和6年5月14日（火）19:10～20:10

「ヤングケアラー支援について」

いわき市こどもみらい部こども家庭課

課長　赤塚　典子様

→今回は申込受付は実施せず。当日参加者のみ。

総会記念講演会アンケート結果



1．

2.

満足度

満足・やや満足

総合的な満足度

満足・やや満足

やや不満・不満

・まずは、ヤングケアラーの定義を知ることからになりますので内容的には満足し

ます。

・ZOOMでなくお顔みての講話は楽しかったです。

・ヤングケアラーについて、よく分からない事も多かったが、理解しやすい内容や

構成、時間配分だった。

・わかりやすかった。

・説明がわかりやすい。

・ありがとうございました。勉強になりました。

・大変わかりやすく、今後の業務に活かせる内容でした。

・演者の方の話がわかりやすく充分理解できました。

・とても内容も簡潔で具体的な話もあり分かりやすかった。

・ヤングケアラー支援について学ぶことができた。

・分かりやすく講義をして頂きました。

・とてもタイムリーなテーマで興味深かったです。

・ヤングケアラーの現状を理解することが出来た。

・新たなテーマで勉強になった。

・講義時間が長い方が良いかなと正直思いました。

・ヤングケアラーの講演がわかりやすかった。

・※議案→事業報告の読み上げは必要なのか？

・ヤングケアラーのおくふかく知る事が出来ました。

・内容がとても分かりやすかったからです。

・現在の状況にみあったテーマであった。

・こどもの権利について権利をもつ主体として大人と同じである。

・説明がわかりやすかった。こどもの権利参考になった。

・身近にいないよね→身近にいるんだよ 講師の言葉が響きました。分かりやす

かったです。

・ヤングケアラーの中に、高齢者世帯との関係性がわかった。

・ヤングケアラーについての理解が深まった。

・時間配分の調整したほうがよい。

・時間について、どうしても子育てがあるため中々参加しづらい。

・必要な知識とは思うが、介護・高齢者に対する研修が良い。

・ヤングケアラーの身近かなもの。

・高齢、障害、ヤングケアラー、福祉の4分野の連携

・時間的にもちょうどよかった。

・総会もよく分かりました。ヤングケアラー支援の入り口として、分かりやすかっ

た。

・総会のスタッフの皆様、お疲れ様でした。

・ヤングケアラーの具体的な講義を初めて聞いたが身近な問題であることを知ると

共にいわき市にも沢山のヤングケアラーがいること知る良い機会となった。

・ヤングケアラーを少し触れる事ができた。

・内容は良かったが文字が小さく見えにくかった。

・ヤングケアラーの奥深さが分かりやすかった。

・ヤングケアラーについて、理解を深められました。

・内容が良かった。



3．

活用できる

どちらとも言えない

4．

今後の業務や支援活動への活用

研修の感想・今後の研修のテーマや講師などの希望

・40～50才前半の利用者の支援をしています。この状態にあるかは見極めていない

のに気づきました。

・早期発見 早期対応を心がけていく。

・連携方法が習得できた。

・ヤングケアラーについて、学んで支援につなげたい。

・ヤングケアラーについての相談先がしれてよかった。

・ヤングケアラーではないかを疑いをもった場合、早期につなげたい。

・ヤングケアラーの支援について、どのように対応すれば良いのか、具体的に分

かって良かった。まずは、自分で抱え込まず、すぐ地区セン介護福祉係につなげて

いこうと思います。

・日頃の支援にいかせると思う。

・相談できる事がわかり心強いです。

・最近は相談者が孫とか増えているから。

・業務の中で、発見に努力していきたい。

・活用したい。

・ヤングケアラー支援についての話を初めて聞くことができ、どこに相談すればよ

いのか、流れを理解できた。

・ヤングケアラーについて事業所で伝達していきたい。

・今後の業務に活かしたいと思います。

・どこにつなげるかを知れた事で視野も広がる。

・子供が物心ついた頃から世話をしていると認識するのは難しい。

・いわき市の現状を理解できたこと。相談先や、具体的な解決策への事例、1つの

問題ではなく複数の問題をかかえている場合が多いなど、勉強になりました。まず

は相談したいと思います。

・ヤングケアラーだと認識のなかった家族が実はヤングケアラーに、当てはまるの

かもと気が付けるかも。

・事業所内でも共有し、チェックリストも活用していきたいと思います。

・毎回、思うが、司会は、事務局で決定しているので確認する事はないと思う。

・自分も子供がいます。涙が出そうになりました。ヤングケアラーについて、もっ

と学びたいと思いました。

・とても参考になりました。ありがとうございました。

・ヤングケアラーへの取組を知れて良かったです。

・発達障害について勉強したいです。

・生活困窮者やヤングケアラーの研修機会を増やしてほしい。

・社会資源の情報を知りたい。

・今後、子供がお手伝いをしている姿を見た時、ヤングケアラーかも知れないとい

う目で見ることも必要だと感じました。

・大変わかりやすい内容でした。ありがとうございました。

・赤塚さん、素晴らしかったです！ありがとうございました。

・身寄りのない方の支援、CMはどこまでやらなければならないか？

・難しい問題になり、今後の関わり方を、しっかり学んでからかと思います。

・潜在的なヤングケアラーと関わる機会があるか不明。

・担当利用者宅に、ヤングがいない。

・現在施設に勤務していることもあり、直接的にヤングケアラーに関わる機会はな

いかも知れませんが、研修会などに参加してより知っていこうとは思う。



・赤塚さん、素晴らしかったです！ありがとうございました。

・身寄りのない方の支援、CMはどこまでやらなければならないか？

・2024年度の研修案に組み込まれていましたので助かります。

・居宅としてのICTの活用について取り上げて頂きたい。

・とてもわかりやすかった。

・ヤングケアラーについて理解を深められた。

・もう少しゆっくりと内容を聞きたかった。具体的な相談先がわかった。早期発見、

早期相談支援が必要。認識したら、すぐに相談したい。

・早い時間にやってほしい。


